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家蠶の吐絲速度と繭絲の形状との關係（豫報）

荻原清治

Kiyoharu OGIWARA:-On the effect of velocity of spinning of cocoon to the 

shape and size of the cross section of the silk fibre. (Preliminary report)

　　　　　　　　　　　　　　、　緒　　　言

　家鷲繭綜が各繭暦によつて形歌を巽にしてをること、臣Pち外雁に肥大してをり内暦に蕪るに

從つて扁鞭脚してゐる疎試とは既に礁し漸働る．此のヲ1珍欣磯化が如倣る原

閃によつて起るかは朋かでない。絢繭縣の表面を槻ふセリシンの厚さも繭暦によつて異るが此

れに就ても報告されたものを見ないのである。著藩は家獄の繭綜の構祓を研究するに當り此飾

の緑の形欣汰さ及一L・　l」シン卿さカ・吐髄膿嫡なる關係｝購るカ㈱腔凍の穂る・

而してIL噺澱はク謄に遅く内贋に早いと云ふと櫨一般1こ認められてゐるeuである・前tu

曙働形・太さ及セ・・噸がr1・1・継響・鱗か嘲係働るにあらす盤淋こと購
然考へられるごとである。此れを從來の研究に見ると縣の太さに就ては吐紳速広の増力1俵典に

減少すると報告されてゐるのである。典の他の縣の形歌、セリシンのjll：の原困に就ての報哲を

見ないのであるo

「1繭暦別によつて縣の形が異なると鼠ふこと及セリシンの被獲梨：が異なることは織物繊維とし

轍の太さの異るeとと同棚醸要なる骸歴あつて從つて蝉雪のことが何によつて起るかお

云ふことを知ることも亦必要なごとである。此れに就て簡軍乍ら威績を猫な¢）で典の一部を報

告し陶群細は今後の研究に倹つこと蕊するo　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　　　1　綜の太さと吐縣速度　　、

rwの購臓が夕礪内暦によつて鵬貼が㈱別の綜の太さ1醐｛系働るか否か棚査し
た謙蹴とり吐緬Lよ殿懸せる一距髄持ち此れ樋嫌る澱レこて細して蠣に1馳た

繊維の断面に就て實際の太さを計つたのである。断面調査に當つてはHeidenhain’s　Hema吟

toxylin法により染色し此れを著齎の方法にて切片を造りll・ヒれを描矯器にて欝きプラr一メ蝋ク

ーを以て實測した。次に共の例を示す。
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質が同一瓶態である場脅には吐綜漉度の増加とジ辱に凝園嚇大黙に蓮する迄の牽引倍数は減少す

る．勘臓酢用棚くなると認著芋幽らして瀬嫌るの働る．UV胴一・－」Vc態働翻

綜腺を速度を攣へて牽引する時は伸長倍撒を増すに從つて生威繊維の繊慶は糸1賦なる。今吐綜

速慶を憂へる時は速度を増す税牽引量は多くなり從つて吐懸を禦めるこゐは繊維の太さを減少

することになる。3L－一一方に於て吐懸速度を嚇加することは凝綱作用を触加して増大黙に濾する

迄の伸長量が減少することになる。從つてある牽引力を要する揚合の伸測ll：は吐懸廻渡を塘す

に從つて減少し此のことは吐綜速度を塘すと共に繊慶を太くする一要素となるのである。斯く

の如く吐綜速度を愛化する～二とは繊慶に謝しては相反する二つの作加が働くことになり此の二

作用中繊度を細くする作用が多くなる間は速度の塘加と共に繊慶は翻1訣り・太くする作用が堆

大すると繊慶は太くなり此の爾者の干渉即ζ於ける蓮度が繊慶を最も細くすると総明するζゐ

がμ1衆るo此の黙が本魔瞼に使用せる品種に於ては木休1・Ocmノ秒附近に現はれたのでc？）　7」　a

實際翻兇が吐綜する場合の速度に就て見ると0・4Cm／秒～1・5cm／秒位の出！にあるから（此れに

就ては他1ヨ報皆する）前記の速慶と繊鹿との關係よりして蒋通の．h荻｛翻勾に於てIIヒ縣する場命

には吐綜速慶は触加するに從つて繊度は絢くなると見て盤支へないのであゐ。紛魔際のill14に就

て繊度力輔癬矧磯なるeとは共の部分を吐綜す7・，＄N）fl，lts腺内の絹物質の：翫副聡によるべきも

此れは本論に於ては省路するo

　　　　　　　　　　　　　肛　生成綜の形朕と吐綜速度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　繭継の形が繭騰の部分によつて提ることは一・般に知られてをり、藷者も此れに就て｝：it報糎し

てゐる。然して此の形の優化力rf剛こよつて起るかは明がσはない。從來の兄鰯ζよli・t’ば内謄吐

綜の蒔期は翻児が蕪だしく疲謄して最後の努力を以て吐鯨を行ふ時SUIであるから吐綿部の形を

左右する卑チン板の調節が不充分とな腕1：懸都の形を編7凹こするなめに起ると勃へ恥れ海ので

ある。磐潜も既の見解のもとに吐綜期の魯期の翻児をとり辿慶を痩へて吐綿ぜしめた所が此等

の見解と幾分鋤だ繍黙勧愚た。例ゆ一蹴示すと次の如ぐσある。・
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　邸ち何れの時期に於ても吐縣速度に愛化を來す時は綜の形は鍵化するのである。而して螢繭

の初期に吐綜されて繭懸となる時期のものは速度の憂化に射して形の愛化することが多く内暦

は少である。故に吐懸連度の早いr｝111種は一般に繭綜の形が編亭である。著蔚は漱洲種丈那器亟等

ビ於て綜の形が一般に幾分編挙であると…Z≒ふことを調査してゐるが此等のものが吐縣辿度がい

いと云ふことから此等の關係を肯定することが出來るのである。（以上の推諭は翻児の炊態及液

欺絹の性質が同一の状態に於てである。）

1∬セリシン量と吐綜速度

　萌記の賢駒によつて得た綜に就てツイブロインi：を被覆するセリシンの彫さを調盗し九もの

であるo典の結果次の域績を糧たo

　　　　　　　　　　　tPt　3爽・　　　　　　ゆ姻遮馳謎化して
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　25・6　　　ある。而して概際熟翻の吐
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　23，2　　1，5cml秒の附近に於ける吐

　　　　　　綜速度に於では典の轡化と

共にセリシン贋の原さも墾化することを知つ海のである。3く各謄に就て比較すると其の難は極

めて多くして曲表の如き外厨部と中灘祁との閥に10％内外の叢を見るのである。此のセリシン

鐙の麗は吐懸連度の影響よ1）も吐懸時の絹縣腺内のフイブロインとセリシンとの澱的判脅の覆

のi灘が大であるごとが明かである。3ぐ吐綜孔を愚る継條は吐綜孔の形に慮じて大休短直樫の

部分にて結食しておるべきに麿際の綜が圓示せる如く長穫部を以て酢吉合してゐるのは内部のブ

イプロインが殆んど凝閲せるに外部のセリシン部は凝醐してゐないために吐綜町を出掩爾綜條

は牽引によつて形を愛へ績含し易い長筏郵を以て附蒲し合ふ様になるのである。此のごとは特

に長短祁の麗が大となる程署しくなゆ從つて斑際繭縣の揚脅には内贋部に於て多く現はれるこ

とになるo・　　　　　　　　　　　　昏

　　　　　　　　　　　　　　　　Iv結　　雷

　以上の實験にまつで次のことを知ることが胤來海。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　
　a、繭懸繊慶と吐縣速慶との關係は或速度炮は典の糟加と夢髪に繊慶は細くなるが次いで速度

を増すと却つて太くなる。

　b．綜の形は吐縣速度の壇加するに從つて扁築となり此の闇係は繭贋の各部共岡様である。

　c．　セリシンの蚤は實際の螢繭の場合の吐懸遠度の範圃では速慶を増すに從つて少壷となる

が更に増加するとセリシン量の憂化は殆んどなくなる。轡繭部位を異にする時は内暦に至るに

從つて漸次薄くなり興の程度は同一部に於ける吐縣速度の憂化によるよ！も大であるQ

・　　　　　（於　上田獄縣専門齢校）
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6．　（1）1こ同じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（彊…罎睦　　11召才III1「tlil1月2S口）

　　　　　　　On　thσeffect　of　velooi亡y　of　spinnin．　g　ofもhe　eocoon　　l

　　　　　　　to　the　shape　and　size　of　the　cro言s　8ectio皿of　silk丘bre

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Preliminεしry　 rel｝ort）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kiyoharu　OG｛1～VARA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Nov．28，1936）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6sum6

　The　author　studied　the　inHue箆cg　of　velocity　of　spinning　of．the　cocoon　by　the　si1k－

wgrm　upo且the　shape　an（1　si2e　of　the　cross　section　of　the　silk飾re．

The　results　obtained　were　as　follows．
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　a．　The　silk　fヨ1ament　of　the　cocoon　decreased　in　the　size　（denier）according　to　the

velocity　of　spinning　of　the　silkworm　until　about　1．5cm／sec，　but　increased　when　the

velocity　was　about　1．5cm／sec・

　b．The　shape　of　the　cross　section　of　the　silk　filanient　became　flat　as　the　velocity　of

spinn三ng　increased　and　the　same　phenomena　was　observed　in　dach　filament　of　the

cocoon．
　c，The　sericin　layer　of　the　silk　filame臓t　became　so　thin　in　thicknes3　as　the　velocity

of　spinn五ng　cocoons　increased　alld　a正sっi1ユthe　inrler　layer　of　the　cQcoo11・　　　　　　　　　L1

樽

楓獄及桑獄の繭履の化學的組成に就て

第一報　（無機成分及各種形態¢）窒素の分布）

ジト　　上　　柳　　　梧

松　　浦　　彰　　義

By［　gQ　INo　uE　and　Akiyos1ユi　MATSuURA：－On金he　chemical　c◎nstitution　of　the

　　cocoo1i・silk　of　Eriogyma　pyretorum　and　Theophila　m，andalina．

　1，（lnorganic　composition　and　distribution　of　varlous　forms　of　nitrogen．）

・　　　　　　緒　　　脅

　楓獄（Eriogyma　pyretorum　west）は天慰蛾餅（Saturniidae）に騰する野翻にして元來皮那

凶東省に産す。目下台灘に於て飼育せられ共絹縣腺を以て「てぐす」の製造に供せらる曳なり。

蛾は休翅7R白にして禍色の鱗毛を轡生し開張10糎に遽す。繭は非常に不規則なる形歌を晶し嬰

しく強圃なり。加腰塵理するも容易に繊維を分離せざるなり。繭贋は濃褐色を認す。本繭は台

北帝大理農墨部動物墨敏室小泉清明氏より害逡せられたるものなり。

　桑翻　（Theophi1a　mandarina　moore）は、かひごが科（Bombycidae）に鵬するものにし

て産地は本州、四岡、九州、北海道、台濁、朝鮮及支那なり。幼錨は寂獄に似たるも著しく暗

褐色を帯ぶ。蟻は開張32－4倒ε壱にして次色を呈す。繭は小にして紡錘欣を皇し淡黄色を暴す。

實馳に供したる繭は満洲國柞獄種繭ゆ↑授湯川秀夫氏より逡られたるものなり。

　楓欝1繭、桑鷲繭共に從來其化躍的組成の研究されたるものなし。楓鷲繭は柞識繭に比し、桑

襯繭綜家獄繭に比し興化墜的組成が如何に異るかを知るは各種絹の組成比較研究上璽要なる事

柄なる爲め本研究を開始せり。

1，供　　試　　繭

楓翻繭は典外部に不純勃多く附茄せるを以て出來得る隈り此不純物を除芸し、是れを切断し

て輔、蜆皮等を取の去わ更に次ぎの’xt　r．1くpW・glして二種に分ちて魔瞼を行ひたり。

釜瓠糸奉學砺霞誌　　　　舞苫九雀　　第三・耽　　　　ユ937・


